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要         旨 

 本学位論文「ゲノム・タンパク質情報解析技術の適用による貯蔵ｍＲＮ

Ａに結合するｍＲＮＡ前躯体３´末端開裂複合体の立体構造と機能部位の

推定」は、高等真核生物の卵におけるｍＲＮＡの貯蔵をつかさどるタンパ

ク質とＲＮＡとの複合体であるＣＰＳＦ（ｍＲＮＡ前躯体３´末端開裂複

合体）がどのような形状をしており、どのようにしてその機能を発現して

いるのかを、生命情報学の手法を用いて明らかにする研究をまとめた報告

である。ＣＰＳＦは、一般の細胞においては、核内で転写直後のｍＲＮＡ

におけるポリＡ鎖伸長反応の準備に関与する重要な分子でもある。ＣＰＳ

Ｆは、数多くのタンパク質が相互作用して形成される生体超分子である。 

 第１章では、ＣＰＳＦを構成する各タンパク質の立体構造を新規に予測

し、その機能部位を推定している。第２章と第３章では、構成タンパク質

から超分子構造を組み上げるための生命情報学的手法の開発を行ってい

る。ここで開発した手法を用いて第４章において、ＣＰＳＦ超分子構造を

組み上げ、ＣＰＳＦがどのような構造をしているのかをはじめて推定し、

その構造に基づいて、どのようにして機能を実現しているかを推定してい

る。これらの推定結果は、今までに得られている分子生物学的実験結果と

整合性があることから、超分子の構造は高い精度で推定できていると考え

られる。さらにこの推定立体構造から、分子生物学実験によって検証可能

な仮説を導くことができることが示された。 
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